
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
７
年
前
に
も
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
間
の
改
善
度
に
つ
い
て
も
分
析
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
個
別
自
治
体
別
の
分
析
だ
け
で
な
く
、
県

内
に
お
け
る
全
体
的
な
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
に
、

県
内
を
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

の
比
較
も
実
施
し
て
い
ま
す
（
本
稿
で
は
ブ
ロ
ッ
ク

別
の
比
較
を
中
心
と
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
）
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
か
ら
わ
か
っ

た
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
今
後
自
治
体

が
施
策
立
案
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
方
針
（
基
本
的

な
考
え
方
）
に
つ
い
て
、
当
社
と
し
て
の
提
言
を
行

い
ま
す
。

調
査
項
目
と
分
析
の
手
法
に
つ
い
て

　

今
回
の
調
査
で
分
析
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず

そ
の
根
拠
と
な
る
、
県
内
全
自
治
体
の
定
量
評
価
項

目
と
定
性
評
価
項
目
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

「
定
量
評
価
項
目
」
は
、
公
表
さ
れ
て
い
る
統
計

デ
ー
タ
で
す
。
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
「
要
介
護
認

定
率
」
な
ど
の
47
項
目
の
統
計
デ
ー
タ
を
収
集
・
整

理
し
て
、
各
自
治
体
を
偏
差
値
【
相
対
評
価
】
で
比

較
し
ま
し
た
。
統
計
デ
ー
タ
は
、
ま
ち
の
「
実
態
」

を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
な
性
格
を
有
し
て

い
ま
す
。

　

「
定
性
評
価
項
目
」
は
、
県
内
に
居
住
す
る

３
0
0
0
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
で
す
（
市
町
村
別
の
人
数
は
人
口
構
成
比
で
按

分
）
。
各
自
治
体
に
居
住
し
て
い
る
住
民
に
、
自
ら

は
じ
め
に

　

「
地
方
創
生
」
と
い
う
国
の
方
針
の
下
で
、
県
内

の
各
自
治
体
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
創
生
の
取
組
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
個
々
の
市
町
村
別
に

み
る
と
、
人
口
が
増
加
し
て
経
済
が
活
性
化
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
一
方
で
、
過
疎
化
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
に
地
域
経
済
が
減
退
を
続
け
て
い
る
先
も
み

ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
県
内
自
治
体
の
現
在
の
姿
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
当
社
で
は
昨
年
、
95
項
目
に
わ
た
る

県
内
市
町
村
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
各
自
治
体
の
状

況
を
数
値
化
・
偏
差
値
化
す
る
と
い
う
取
組
を
行
い

の
自
治
体
が
「
治
安
が
良
い
か
」
「
子
育
て
が
し
や

す
い
か
」
な
ど
の
48
の
設
問
を
提
示
し
、
そ
う
思
う

か
否
か
の
回
答
を
求
め
た
結
果
を
、
実
数
【
絶
対
評

価
】
と
偏
差
値
【
相
対
評
価
】
で
比
較
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
住
民
の
イ
メ
ー
ジ
を
数
値
化

し
た
も
の
で
あ
り
、
主
観
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
定
量
評
価
と
定
性
評
価
、
そ
れ
ぞ
れ
の
偏

差
値
の
平
均
を
、
「
総
合
評
価
」
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ

ク
間
・
自
治
体
間
の
比
較
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
※
注
１
）
本
稿
で
の
分
析
は
、
上
記
95
項
目
を
対

象
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
が
、
各
自
治
体
に
は

デ
ー
タ
で
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
プ
ラ
ス
面
、
マ
イ

ナ
ス
面
が
あ
り
、
今
回
の
評
価
に
は
、
そ
う
し
た
要

素
は
盛
り
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

（
※
注
２
）
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
回
収

数
が
一
定
数
に
満
た
な
か
っ
た
12
町
は
「
定
性
調

査
」
の
対
象
外
と
し
「
定
量
調
査
」
の
み
を
実
施
。

ま
た
「
総
合
評
価
」
は
、
「
定
性
評
価
」
と
「
定
量

評
価
」
の
平
均
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ

の
12
町
は
「
総
合
評
価
」
に
つ
い
て
も
対
象
外
と
し

た
。調

査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

　

各
自
治
体
の
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
を
通
し
て
明

ら
か
に
な
っ
た
様
々
な
こ
と
の
中
で
、
特
に
重
要
と

考
え
ら
れ
る
４
つ
の
点
を
、
以
下
に
提
示
し
ま
す
。

①
住
民
の
満
足
度
（
絶
対
評
価
）
は
、
全
体
的
に
前

回
調
査
比
で
改
善

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
調
査
結
果
の
元
デ
ー
タ

（
満
足
度
指
数
＝
絶
対
評
価
）
か
ら
偏
差
値
（
相
対

●常磐・TX沿線

●空港周辺・印旛

●東京湾岸

●アクアライン・
圏央道

●銚子・
九十九里・
南房総

定量評価 定性評価

データ入手元 各種統計データ 県民3,000人を対象とした
アンケート調査の結果

調査項目 10分野　計47項目
（合計特殊出生率、要介護認定率等）

10分野×各4問＋8問 計48項目
（居住自治体は治安が良いか等）

評価方法 ①偏差値
（相対評価・標準：50）

①偏差値（相対評価・標準：50）
②満足度指数（絶対評価）

評価の「性格」 ○統計データ
⇨まちの実態【客観的】

○住民へのアンケート
⇨住民のイメージ【主観的】

「定量評価」と「定性評価」の平均値を「総合評価」とする

◇図表２　定量評価と定性評価の概要 ◇図表１　県内5ブロックの位置図

数
値
で
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る
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辺
・
印
旛
ブ
ロ
ッ
ク
（
緑
・
50
・
４
）
が
こ
れ
に
続

き
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
・
圏
央
道
ブ
ロ
ッ
ク
（
オ
レ
ン

ジ
・
46
・
２
）
、
銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総
ブ
ロ

評
価
）
を
算
出
す
る
と
い
う
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す

が
（
「
例
」
参
照
）
、
こ
こ
で
は
、
７
年
前
時
点
と

今
回
の
絶
対
評
価
に
つ
い
て
比
較
を
行
っ
て
み
ま

す
。

ッ
ク
（
紫
・
44
・
９
）
が
低
い
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

全
体
的
に
都
市
部
で
高
く
、
地
方
部
で
低
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
特
に
①
子
育
て
、
②
教
育
、
⑤
都
市

基
盤
、
⑥
住
環
境
な
ど
で
差
異
が
大
き
い
こ
と
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
⑧
観
光
、
⑩
環
境
文
化
な
ど

は
、
そ
の
立
地
特
性
を
背
景
と
し
て
、
地
方
部
の
方

が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

地
方
部
よ
り
都
市
部
の
偏
差
値
の
方
が
高
い
と
い

う
結
果
は
、
前
回
も
同
様
で
、
そ
の
差
は
拡
大
し
て

い
ま
す
。
特
に
銚
子
・
九
十
九
里
・
南
房
総
で
は
偏

差
値
が
悪
化
し
、
住
民
の
満
足
度
低
下
に
歯
止
め
が

掛
か
ら
な
い
な
ど
、
県
内
で
の
較
差
は
前
回
と
比
較

す
る
と
拡
大
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
・
自
治
体
間
の
差
異
は
、
統
計
デ
ー
タ

（
定
量
評
価
）
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
定
性
評

価
）
の
方
が
大
き
い

　

前
述
の
よ
う
に
、
総
合
評
価
は
定
性
評
価
と
定
量

評
価
の
平
均
で
す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
総
合
評
価
、

定
性
評
価
、
定
量
評
価
の
各
偏
差
値
を
グ
ラ
フ
に
し

ま
す
と
、
図
表
５
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

定
性
と
定
量
に
着
目
し
て
こ
の
図
を
み
る
と
、
定

量
（
青
）
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
比
較
的
50
に
近
い
数

値
で
あ
る
の
に
対
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
定
性
（
赤
）

は
、
50
か
ら
乖
離
し
て
い
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
み

て
と
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
住
民
の
意
識
を
あ
ら
わ
す
定
性

評
価
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
の
方
が
、
統
計
デ
ー
タ

に
よ
る
定
量
評
価
よ
り
も
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
差
異
が
大

　

図
表
３
の
よ
う
に
前
回
（
７
年
前
）
と
今
回
の
10

分
野
全
体
の
総
合
的
な
満
足
度
指
数
を
比
較
し
て
み

る
と
、
県
全
体
で
は
▲
15
・
１
か
ら
▲
10
・
２
へ

と
、
４
・
９
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ

ク
別
で
み
て
も
、
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
満
足
度
指
数
は
前

回
比
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
常
磐
・
T
X
沿
線
ブ
ロ

ッ
ク
で
▲
10
・
０
か
ら
＋
０
・
４
へ
、
上
げ
幅
は

10
・
４
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
銚

子
・
九
十
九
里
・
南
房
総
ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
は
悪
化
し

て
お
り
、
県
全
体
の
中
で
異
な
る
傾
向
に
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

た
だ
し
今
回
調
査
の
満
足
度
指
数
の
水
準
を
み
る

と
、
県
全
体
の
▲
10
・
２
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の

ブ
ロ
ッ
ク
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
絶
対
評

価
で
あ
る
市
民
の
満
足
度
は
、
全
体
的
に
み
て
決
し

て
高
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
と
め
る
と
、
「
県
民
の
居
住
す
る
ま
ち
に
対
す

る
満
足
度
は
十
分
で
は
な
い
（
＝
絶
対
水
準
は
マ
イ

ナ
ス
）
も
の
の
、
前
回
比
で
は
改
善
し
て
い
る
」
と

い
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
県
内
各
自
治
体
の
地

方
創
生
の
取
組
に
は
、
こ
の
７
年
の
間
で
一
定
の
進

捗
（
成
果
）
が
あ
っ
た
、
と
考
え
ま
す
。

②
偏
差
値
（
相
対
評
価
）
は
、
前
回
同
様
に
都
市
部

で
高
く
地
方
部
で
低
い
傾
向

　

図
表
４
は
、
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
分
野
ご
と
の
総

合
偏
差
値
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
し
た
も
の
で

す
。
10
の
分
野
平
均
で
あ
る
「
全
体
」
の
偏
差
値
は

東
京
湾
岸
ブ
ロ
ッ
ク
（
赤
・
54
・
６
）
、
常
磐
・

T
X
ブ
ロ
ッ
ク
（
青
・
53
・
７
）
が
高
く
、
空
港
周

※全自治体の絶対評価を算出した後に、
その中での該当自治体の水準（－10.0）を偏差値化

偏差値
（例）

合計（満足度指数） 絶対評価

相対評価

「とてもそう思う」の回答比率

「ややそう思う」の回答比率

「あまりそう思わない」の回答比率

「全くそう思わない」の回答比率

10%

35%

45%

10%

×

×

×

×

＝

＝

＝

＝

+

+

－

－

2

1

1

2

+

+

－

－

20.0

35.0

45.0

20.0

－10.0

48.3

例：「治安が良いと思うか」との質問への回答結果から絶対評価・相対評価への導き方
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40.8

総合評価 定性評価 定量評価

60

50

40

東京湾岸 空港周辺
・印旛

常磐・
TX沿線

銚子・九十九里
・南房総

アクアライン
・圏央道

55.1

45.1

51.9

57.0

54.1

47.2
48.8

50.3
49.0

◇図表５　ブロック別　総合評価・定性評価・定量評価の偏差値

【全体】
①子育て⑩環境文化

②教育⑨安全安心

③医療

④福祉

⑤都市基盤⑥住環境

⑦就業

⑧観光

60

50

40

30

東京湾岸 54.6
偏差値

46.2

50.4

53.7

44.9

アクアライン・
圏央道

空港周辺・
印旛

常磐・
TX沿線

銚子・九十九里
・南房総

◇図表４　総合偏差値のブロック別比較

10

0

▲ 10

▲ 20

▲ 30

▲ 40

▲ 50

全体 東京湾岸 空港周辺
・印旛

常磐・
TX沿線

銚子・九十九里
・南房総

アクアライン
・圏央道

　前回　  　 今回

▲ 15.1
▲ 10.2

▲ 2.0▲ 5.2

▲ 32.4

▲ 23.3
▲ 17.7

▲ 10.4

▲ 32.4
▲ 34.8

▲ 10.0

0.4

◇図表３　満足度指数（絶対評価）の前回調査と今回調査の比較



　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
同
じ
設
問
・
選
択
肢
と
い

う
統
一
さ
れ
た
基
準
で
全
自
治
体
の
住
民
か
ら
回
答

を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
近
隣
自
治
体
と
の
相
対
的

な
優
劣
の
比
較
が
可
能
で
す
。
他
の
自
治
体
に
及
ば

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
分
野
は
、
「
な
ん
と
な
く
劣

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
分
野
」
で

は
な
く
、
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
統
計
デ
ー
タ
と
い

う
一
定
の
根
拠
に
基
づ
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
、
改

善
の
必
要
な
分
野
」
で
す
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
数
値

は
「
自
ら
の
現
状
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
に
加
え
て
、
産
学
金
な
ど
関
係
者
が
本
稿
で

示
さ
れ
た
結
果
を
参
考
に
、
各
自
治
体
の
強
み
と
弱

み
を
再
確
認
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
策
を
、
引
き
続
き
策
定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

提
言
２ 

「
住
民
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
戦
略
の
展
開
」

　

本
調
査
で
、
統
計
デ
ー
タ
（
定
量
評
価
）
で
示
さ

れ
た
実
態
よ
り
も
、
満
足
度
（
定
性
評
価
）
が
高
い

自
治
体
と
低
い
自
治
体
が
あ
り
、
そ
の
差
が
実
態
の

差
よ
り
も
大
き
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。

　

満
足
度
の
偏
差
値
の
方
が
特
に
高
い
（
定
性
≫
定

量
）
自
治
体
は
成
田
市
、
流
山
市
、
旭
市
な
ど
で
、

い
ず
れ
も
定
量
調
査
の
水
準
も
50
超
の
水
準
に
あ
り

ま
す
が
、
定
量
デ
ー
タ
以
上
に
住
民
が
自
ら
の
自
治

体
に
好
印
象
を
抱
い
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら

の
自
治
体
に
は
他
と
は
違
う
特
長
を
有
し
、
あ
る
い

は
創
り
出
し
て
、
そ
れ
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
ま
ち

き
い
」
、
す
な
わ
ち
、
「
実
態
（
統
計
デ
ー
タ
）
に

は
さ
ほ
ど
差
異
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
の

満
足
度
の
イ
メ
ー
ジ
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
の
方
が

ブ
ロ
ッ
ク
間
で
差
異
が
大
き
い
」
、
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

総
合
偏
差
値
（
黒
）
が
50
超
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
定

性
評
価
の
方
が
高
く
、
50
未
満
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
定

性
評
価
が
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
実
態
が
平
均

以
上
の
住
民
は
更
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
、
実
態
が
平

均
以
下
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
住
民
は
そ
れ
以
上
に
悪
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
は
自
治
体
単
位
で
も
同
様
で
、
例
え
ば

総
合
評
価
が
県
内
で
最
も
高
い
浦
安
市
で
は
「
定

性
65
・
４
≫
定
量
60
・
３
」
、
２
位
の
成
田
市
で

は
「
定
性
64
・
６
≫
定
量
53
・
２
」
、
3
位
の
流
山

市
で
は
「
定
性
62
・
８
≫
定
量
54
・
４
」
と
、
い
ず

れ
も
定
性
評
価
（
住
民
の
イ
メ
ー
ジ
）
が
定
量
評
価

（
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
実
態
）
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。

④
居
住
地
へ
の
愛
着
度
等
の
偏
差
値
と
、
分
野
ご
と

の
満
足
度
の
偏
差
値
と
の
間
の
相
関
関
係
は
、
分
野

ご
と
に
差
異
が
あ
る

　

住
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
こ
の
ま
ち
が
好

き
か
（
愛
着
度
）
」
「
こ
の
ま
ち
に
長
く
住
み
続
け

た
い
か
（
居
住
意
向
）
」
と
い
う
設
問
も
設
け
ま
し

た
。
こ
の
２
つ
は
、
自
治
体
に
と
っ
て
特
に
注
目
度

が
高
い
項
目
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
愛
着
度
・

居
住
意
向
に
、
ど
の
よ
う
な
要
素
が
影
響
を
与
え
て

い
る
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、
「
愛
着
度
」
「
居
住

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。

　

各
自
治
体
の
取
組
が
、
住
民
の
ま
ち
へ
の
イ
メ
ー

ジ
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
ま
た
、
ま

ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
も
確
か
だ
と
い
え
ま
す
。

　

「
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
」
と
い
う
意

識
を
行
政
が
高
め
、
具
体
的
な
取
組
を
実
施
す
る
な

ど
、
組
織
と
し
て
戦
略
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

提
言
３ 

「
将
来
の
居
住
意
向
と
相
関
性
が
高
い
分

野
の
取
組
強
化
」

　

今
回
、
「
将
来
の
居
住
意
向
の
偏
差
値
」
と
「
各

分
野
の
満
足
度
の
偏
差
値
」
と
の
相
関
関
係
を
決
定

係
数
で
提
示
し
ま
し
た
。
あ
る
分
野
の
満
足
度
と
居

住
意
向
の
相
関
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
分

野
で
「
満
足
度
が
高
い
と
将
来
も
住
み
続
け
た
い
と

感
じ
る
人
の
比
率
が
高
く
、
満
足
度
が
低
い
と
住
み

続
け
た
い
と
感
じ
る
人
の
比
率
が
低
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

相
関
関
係
が
高
い
分
野
は
「
福
祉
」
、
「
子
育

て
」
、
「
安
全
安
心
」
な
ど
、
主
に
日
常
生
活
に
直

接
的
に
関
わ
る
分
野
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

面
で
住
民
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
将
来

の
居
住
継
続
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

も
と
よ
り
他
の
分
野
の
重
要
性
が
低
い
わ
け
で
は

な
く
、
自
治
体
と
し
て
は
幅
広
い
分
野
で
施
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
調
査
結
果

か
ら
、
相
対
的
に
み
る
と
上
記
分
野
の
取
組
の
強
化

が
将
来
の
居
住
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

人
口
の
維
持
・
増
加
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
、
居

住
意
向
と
こ
う
し
た
分
野
と
の
相
関
関
係
が
高
い
と

い
う
今
回
の
デ
ー
タ
は
、
自
治
体
が
経
営
資
源
を
効

果
的
に
配
分
し
て
い
く
う
え
で
の
判
断
材
料
の
1
つ

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ぜ
ひ
参
考
と
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
自
治
体
ご
と
の
偏
差
値
等
も
含
む
本
調
査
レ
ポ
ー

ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
㈱
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味

が
あ
る
方
は
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

継
続
意
向
」
の
偏
差
値
と
、
各
分
野
の
満
足
度
の
偏

差
値
と
の
間
の
相
関
度
合
い
を
算
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
「
愛
着
度
」
「
居
住
意
向
」
に
関
連

す
る
決
定
係
数
（
両
者
の
相
関
度
合
い
の
高
さ
を
示

す
指
標
）
が
最
も
高
か
っ
た
分
野
は
「
福
祉
」
で
、

決
定
係
数
は
０
・
71
、
０
・
67
と
、
相
関
度
は
か
な

り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
子
育
て
」
「
安

全
安
心
」
な
ど
の
分
野
と
の
相
関
性
も
高
い
と
い
え

ま
す
。
一
方
で
「
住
環
境
」
「
教
育
」
「
都
市
基

盤
」
な
ど
と
の
相
関
度
合
い
は
相
対
的
に
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
全
体
的
に
み
る
と
、
「
都
市
基
盤
」
、

「
住
環
境
」
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
よ
り
も
、
「
福

祉
」
、
「
子
育
て
」
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
方
が
、
居

住
地
へ
の
愛
着
度
・
居
住
意
向
と
の
関
係
性
が
や
や

強
い
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

提
言

　

以
上
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
県
内
自
治

体
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
施
策

や
事
業
の
立
案
を
継
続
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
求
め

ら
れ
る
方
針
（
基
本
的
考
え
方
）
に
つ
い
て
、
提
言

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
言
１ 

「
数
値
で
明
確
と
な
っ
た
課
題
の
認
知
と

対
応
策
の
推
進
」

　

今
回
の
調
査
で
は
大
規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と

定
量
的
な
デ
ー
タ
調
査
を
行
い
、
各
自
治
体
の
現
状

を
相
対
的
な
「
数
値
」
で
提
示
し
ま
し
た
。
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◇図表６　「愛着度」「居住意向」と各分野の満足度との間の決定係数（相関度合い）


